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初代門司駅遺構の保存を求める１１学会合同要望書 

 

 

九州近現代考古学談話会  九州考古学会  九州産業遺産研究会  建築史学会 
考古学研究会  産業遺産学会  鉄道史学会  都市史学会  日本イコモス国内委員会 

日本考古学協会  文化財保存全国協議会 
 
北九州市で発見された初代門司駅関連遺構に関し私たち文化遺産に関わる 11 の学術研究団体（以下、

「11 学会」という）は深い関心を寄せ、既に 11 学会から保存要望書を提出するなどしているところで
す。この遺構は、地域史を超え、日本史、アジア史、世界史の視点から考古学、都市史、鉄道史、産業史、
建築、土木などの幅広い領域に関わる特筆すべき価値を有していますが、それにもかかわらず、その価値
はいまだ十分に理解を得られているとはいえません。したがいまして、このたび改めて合同でその価値
を申し述べ、遺構の保存を要望することといたしました。 

 
私たちは初代門司駅遺構の価値を以下のように認識しています。 
門司の歴史的意義は、二つの近代インフラである港湾と鉄道が明治 24 年（1891）にまったく新しく、

そして同時に建設されたことにあります。 
門司は当初、港湾機能を持っていませんでしたが、明治 22 年（1889）に設立された門司築港会社が浚

渫・埋立をおこなって、明治 24年（1891）に近代港湾を整備しました。この過程には渋沢栄一などの資
本家の参画がありました。 
築港と平行して明治 24 年(1891)、当時の日本における代表的な私鉄であった九州鉄道の博多-門司間

の開通にともなって門司駅（初代）が設置されました。これによって、陸上と海上交通の一大結節点とし
ての門司が誕生することになるのです。 
海外との玄関口となった関門海峡には、北前船の寄港地であった下関港と、背後に筑豊炭田という石炭

の一大供給地を抱えた門司港の両港が、特別輸出港や大陸との定期航路の寄港地に指定され、国際港湾
都市として一躍注目を集めはじめました。 
鉄道は産炭地から直結して石炭を門司へと運び、それらは阪神地区や東南アジアへと輸出されました。



2 
 

明治 34 年（1901）に山陽鉄道が対岸の馬関（下関）まで達し、同鉄道の連絡線が関門航路を開設すると、
全国的な鉄道ネットワークの拠点としての門司の重要性はさらに高まりました。 
造成された門司の市街地には三井物産・三菱合資・大阪商船・日本郵船など、当時の日本を代表する企

業の支店・出張所がたち並ぶようになりました。門司はまさにわが国の典型的な近代都市のモデルとな
ったのです。 
今回、発掘で姿をあらわした遺構は、上記の近代海峡都市門司の誕生の瞬間を余すことなく伝えていま

す。①先行する都市集積のなかった場所において、港湾と鉄道という近代インフラを直結するかたちで
成立した近代都市として、②日本はもとより東アジア、さらには世界につながる海峡都市として、この二
つの局面を示す実物がほぼ完全なかたちで地面の下に残されていたことはまさに奇跡と言わざるをえま
せん。このかけがえのない遺構は北九州市にとどまらず、日本さらには東アジア、世界の近代に接続して
いく世界的な価値を有する遺産なのです。 
さらに述べれば、今回発掘調査された場所の周辺には、初代～二代目門司駅の諸施設遺構が埋蔵されて

いることが推察されます。将来的に発掘が進めば初代門司駅の全貌が明らかになり、ひいては日本にお
ける近代都市の先駆である門司がどのように構想・計画されたのかが解明される可能性を多いに秘めて
います。 
 遺構群が保存された暁には、日本のモデル的近代都市の誕生を示す物証として国史跡に指定される可
能性も有すると考えます。さらに、日本各地の他都市の近代交通遺構と一体的に、日本の初期鉄道遺産と
して世界文化遺産として推薦するに値するものとも考えます。 
 
以上を踏まえ、私たち 11学会は以下を要望します。 
 

1. 近代日本史及び世界史において特筆すべき価値を有し、重要遺構である初代門司駅遺構を、現在及び
将来の市民・国民・全人類が享受できるよう、現地で全面的に保存すること。 
 

2. そのために、今後実施する発掘調査を、記録保存のための行政発掘ではなく、史跡指定を目指した学
術調査（重要遺跡確認調査）へと切り替えるべく、北九州市、福岡県、文化庁が協議をすること。こ
のための学術委員会を設置すること。 

 
3. 初代および二代目門司駅に関連する建築・構造物が存在していたと考えられる区域を広く、埋蔵文化

財包蔵地として指定すること。 
 
日本そして世界の宝である初代門司駅遺構の学術調査、保存活用に際して、私たち 11 学会も最大限の

協力をする所存ですので、以上のことに宜しくご配慮を賜りますようお願い申し上げます。 
 
本要望書に対するご回答は 2024 年 6月 3 日までに、下記へいただけますと幸甚に存じます。 
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問い合わせ・回答送付先 

福島綾子（九州大学） 
〒815-8540 福岡市南区塩原 4-9-1 九州大学 

Tel/Fax: 092 553 4591 
af@design.kyushu-u.ac.jp 

 
 

九州近現代考古学談話会会長   武末純一 
 
九州考古学会会長     宮本一夫 
 
九州産業遺産研究会会長    時里奉明 
 
建築史学会会長     藤川昌樹 
 
考古学研究会     高田健一・松本直子 
 
産業遺産学会会長    横山悦生 
 
鉄道史学会会長     渡邉恵一 
 
都市史学会会長     中野隆生 
 
日本イコモス国内委員会委員長    岡田保良 
 
日本考古学協会会長    辻秀人 
 
文化財保存全国協議会    小笠原好彦・橋本博文 
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